
改めて確認しておきたい！

停電や断水に備え、非常品のチェック！

９、10月に沖縄を通過した台風第 24号と第 25号は記録的な大雨や暴風をもたらし、
大規模な停電も発生しました。台風や大雨などによる災害はいつ起こるかわかりません。

災害から身を守るために、この機会に日ごろの備えを見直してみませんか。

もしものときの風水害対策

浦添市防災行政
速報メール配信サービス

〈 家族の防災メモ 〉

屋外においている物干しざおや物干し台は寝かせ、
自転車なども風で飛ばされないように柱などに結び
付けておく。

1

風で飛ばされそうな植木鉢やごみ箱などは、室内に
入れておく。2

側溝にたまった落ち葉などを取り除き、排水をよくす
る。雨どい・雨水ますの掃除もしておく。3

窓や雨戸をしっかり閉め、外側から板などで補強し、
かわらやトタンも飛ばされないように補強しておく。4

給水タンクのふたはしっかり閉め、水をためておく（た
めた水は断水したときに生活水等に利用できます）。
タンクが空のままだと強風により飛ばされたり、破損
することがあり危険です。

5

浦添市 防災メール

一人１日３ℓ
が目安。

飲料水
夜間、すぐに手
の届く場所に。
予備電池は少
し多めに。

懐中電灯、電池
情報収集に欠
かせない電灯
と一体型のも
のも便利。

ラジオ
持病の薬、胃
腸薬、消毒液、
包帯など

医療品

現金、通帳、
印鑑など

貴重品 食料品
多機能なもの
が便利です。

缶切り
ガス切れや湿気に
注意。防水マッチも
市販されている。

マッチやライター

水に濡れない様に
ビニール袋に保管
する。

ろうそく
下着、ジャンパー、
タオルなど。
怪我を防止
するための靴。

衣類、運動靴

落下物や飛来物から頭を保
護するもの。ガレキの撤去や
救助に、厚手のものを用意。

ヘルメット、
軍手

寝具

カップ麺、乾パン、
缶詰、チョコレート
など。※赤ちゃんがいる家庭
は粉ミルク・ほ乳瓶なども。

寝袋や
サバイバル
シートなど。

※写真は浦添市地域防災計画に伴う広報班による災害記録から

最新の情報をこまめにキャッチ！

　家族と自分の身を守るためには、事前の準備
と話し合いを持つ事が重要です。まずは家から
の避難場所、連絡網から決めておきましょう。

台風の事前対策は
しっかりと！

家族と事前に
話し合おう！

【問い合わせ】
浦添市 防災危機管理室（内線 2021）

いざというとき困らないために、非常持出品を揃えておきましょう。
家族構成を考慮して、各家庭で必要な物を加えましょう。

　「浦添市防災行政速報メール配信サービス」は、浦添市から
の防災情報、行政情報を「直接」かつ「迅速」にお届けするサー
ビスです。パソコンや携帯電話などのメールアドレスをお持ち
であれば、どなたでもご利用いただけます。

登録方法など詳しくはホーム
ページをご覧ください。

テレビやラジオ、市ホームページなどで最新の気象情報や避難情報に十分注意してください。

1番の連絡先

家族の避難所

保存版 万が一の事態に備え、家庭の防災対策を
するために、ぜひご活用ください。
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